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答

弁

第

四

四

号 
   

衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
米
艦
載
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
基
地
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁 

書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
二
第
四
四
号 

昭
和
六
十
年
七
月
二
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
米
艦
載
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
基
地
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
年
六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
加
藤
防
衛
庁
長
官
と
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
米
国
防
長
官
と
の
定
期
協
議
に

お
い
て
、
加
藤
防
衛
庁
長
官
か
ら
、
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
の
確
保
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
大
の
懸
案
と
し

て
、
政
府
と
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
行
つ
て
い
る
旨
述
べ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
米
国
防
長
官
か
ら
、
日
本
側
の
努
力
は
よ
く
承
知
し
て
お
り
評
価
し
て

い
る
、
引
き
続
き
努
力
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
つ
た
。 

二
に
つ
い
て 

三
宅
島
は
、
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
と
し
て
の
立
地
条
件
が
適
し
て
い
る
の
で
、
有
力
な
候
補
地
と
し
て
検
討 



三
及
び
四
に
つ
い
て 

を
進
め
て
い
る
が
、
具
体
的
な
見
通
し
は
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

艦
載
機
着
陸
訓
練
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
関
東
地
方
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
て
、
既
存
の
飛
行

場
に
つ
い
て
も
所
要
の
着
陸
訓
練
が
可
能
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
い
、
鋭
意
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
い
ま
だ
結
論
を
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




